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はじめに

本マニュアルでは、定額減税の操作についてご案内します。

2024年6月1日以降に支払われる給与・賞与より実施される

「定額減税」の従業員ごとの対象人数・減税額登録、残額確認、

定額減税のための申告書の作成、定額減税額のお知らせの作成が可能

です。



1.　「定額減税」の起動方法　
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1. 事業所ファイルを開き、給与(賞与)処理＞「入力と計算」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 「定額減税」をクリックします。

💡　ポイント

　　毎月の給与から定額減税をおこなうために必要な情報は、Ver9.47または

    Ver9.48へバージョンアップした際、登録されている個人情報や扶養情報を

    もとに自動集計されます。

　　また、Ver9.47またはVer9.48へのバージョンアップ時点で以下の条件に

    当てはまる従業員は「月次定額減税対象者」から除外し、それ以外の

    従業員を「月次定額減税対象者」とします。

　　※配偶者は区分が「控除」「控除(老人)」「同一生計」の場合に、被扶養者は

　　　「非居住者」以外を「月次定額減税対象者」とします。

● 乙欄が適用される人

● 令和6年6月2日以後に入社した人

● 令和6年5月31日以前に退職した人

● 非居住者



1.　「定額減税」の起動方法　

6 目次へ戻る↑

➤ 個人情報内の「定額減税」からも起動が可能です。



2.　「定額減税額のお知らせ」作成方法
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1. 「定額減税額のお知らせ」をクリックします。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　「人数の登録と確認」からも「定額減税のお知らせ」を作成することが

　　可能です。

　　作成方法の詳細は手順2(8ページ)からをご参照ください。



2.　「定額減税額のお知らせ」作成方法

8 目次へ戻る↑

3. お知らせを出力したい従業員を選択します。

※従業員を個別で選択する場合、CtrlキーやShiftキーを押しながら選択、または
　ドラッグ操作にて対象者を全て選択します。

※Cells給与に扶養者情報の登録がされている場合、年少者の有無を判定し、年少者が
　いる場合は「年少「有」」欄に「〇」を表示します。
　扶養者の登録方法は「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調データ入力編)」を
　ご参照ください。

※前年にCells給与で年末調整をしておりかつ、同一生計配偶者が登録されている
　場合など、該当者がいる場合にのみ「申告書必要」欄が表示されます。

※「月次定額減税「有」」欄は「月次定額減税対象者」のみ「〇」が表示されます。
　「月次定額減税対象者」の判定は「1.　「定額減税」の起動方法(5ページ)」の
　ポイントをご参照ください。

💡　ポイント

　　「月次定額減税「有」を選択」にチェックを入れると、月次定額減税の
　　対象者のみを全て選択します。
　　「すべて選択」にチェックを入れると、月次定額減税の非対象者も含めた
　　従業員をすべて選択します。

2. 「作成」をクリックします。

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo2.pdf


2.　「定額減税額のお知らせ」作成方法

9 目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　従業員をダブルクリックすると、シート上に出力内容を表示します。

4. 「源泉徴収に係る定額減税のための申告書」の提出が必要な社員に対し、

その旨を記載する場合、「配偶者の申告書が必要な社員は申告書が必要な旨を

記載する」にチェックを入れます。

※申告書必要欄に「〇」が表示されている従業員のお知らせにのみ文言を表示します。

※すでに令和6年扶養控除申告書や定額減税のための申告書に配偶者を記載して
　提出している場合は、チェックをはずします。

※申告書必要欄が表示されていない場合は、チェックボックスも表示されません。

※定額減税のための申告書の詳細については「5.　定額減税のための申告書作成方法
　(28ページ)」をご確認ください。



2.　「定額減税額のお知らせ」作成方法
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5. お知らせを出力する任意の形式を選択し、「出力」をクリックします。

※「印刷」の場合はMicrosoft Excelに設定しているプリンタより出力します。

※プリンタの設定はMicrosoftのサポートサイト等でご確認ください。

目次へ戻る↑

出力イメージ

💡　ポイント

　　9ページのポイントでシート上に表示したお知らせを印刷する場合、

　　「印刷」をクリックすると、表示されている1名分が、Microsoft Excelに

　　設定しているプリンタより出力されます。

配偶者・扶養者の登録がある場合 配偶者・扶養者の登録がない場合



3.　対象人数登録と確認方法
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1. 「人数の登録と確認」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 「データ読込」をクリックします。

毎月の給与から定額減税をおこなうための、対象人数の登録と確認が可能です。

※給与・賞与の計算方法は「4.　給与・賞与計算について(21ページ～)」をご参照ください。

※定額減税対応の年末調整は「7．年末調整計算について(42ページ～)」をご参照ください。



3.　対象人数登録と確認方法

12 目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　月次定額減税の計算対象とならない退職者、乙欄、非居住者を読み込んだ

　　場合は、下図のようにシート上に表示されます。

　　※シート上の詳細な表示については次ページ以降をご確認ください。

● 乙欄：緑色

● 非居住者：青色

● 退職者：赤色

3. リストに表示する従業員を選択し「読込」をクリックします。

※従業員を個別で選択する場合、CtrlキーやShiftキーを押しながら選択、または
　ドラッグ操作にて対象者を全て選択します。



3.　対象人数登録と確認方法
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4. 登録済みの個人情報や扶養者情報をもとにVer9.47またはVer9.48への

バージョンアップ時に自動集計した、「月次定額減税の有無」「月次定額減税

対象扶養者の有無」「月次定額減税対象扶養人数」「月次定額減税額」を

一覧に表示します。

※自動集計については「1. 「定額減税」の起動方法(5ページ)」のポイントを
　ご参照ください。

※Cells給与に登録している扶養情報と「月次定額減税対象扶養者の有無」
　「月次定額減税対象扶養人数」「月次定額減税額」欄が相違する場合で、一括で
　数値を合わせる場合は、「3.2. Cells給与に登録の扶養情報と対象人数が相違する　
場合の登録方法」(20ページ)を参考に数値を合わせてください。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　「配偶者、扶養人数がCells給与に登録されている情報と異なる場合は

　　薄赤色にする」にチェックを入れると、【Cells給与に扶養情報が登録されて

　　いる扶養情報】欄と異なる数値がある箇所を薄赤色で表示します。

　　対象人数等の修正の目安としてご利用ください。



3.　対象人数登録と確認方法

14 目次へ戻る↑

5. Cells給与に登録されている扶養情報は一覧の右側に表示され、前年の

年末調整をCells給与でおこなっている場合は、「前年配偶者源泉控除対象」

「前年配偶者所得」を参考値として表示します。

※扶養者が非居住者の場合は定額減税対象外のため、扶養情報には表示されません。

※扶養者の登録方法は「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調データ入力編)」を

　ご参照ください。

※Cells給与に扶養情報を登録していない場合は手順7(15ページ)へ進みます。

💡　ポイント

　　台帳と連動している事業所の場合、「台帳の扶養情報を表示する」を

　　クリックすると、データ確認のために、台帳に登録済みの抹消日に日付が

　　入っていない、または「税のみ扶養対象(詳細はこちら)」にチェックが

　　入っている扶養情報を表示することが可能です。

　　※配偶者のみ、「税のみ扶養対象」にチェックが入っていても、抹消日に日付が
　　　入力されている場合は表示しません。

　　※台帳の扶養情報を表示中に「Cells給与の扶養情報を表示する」をクリックすると
　　　Cells給与に登録されている扶養情報の表示に戻ります。

　　※台帳と連動していない場合はボタンは表示されません。

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo2.pdf
https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406158928025


3.　対象人数登録と確認方法

15 目次へ戻る↑

7. 定額減税の対象人数等に修正がある場合は、「月次定額減税の有無」

「月次定額減税対象配偶者の有無」「月次定額減税対象扶養人数」欄を

直接入力にて修正します。

※緑の項目のみ直接入力が可能です。

💡　ポイント

　　リストは下記の項目で並び替えが可能です。

　　※「データ読込」の際は個人情報の並び順で読み込みます。

6. 「前年配偶者源泉対象控除」欄が空欄にもかかわらず、

「月次定額減税対象配偶者の有無」欄が【1】となっている場合、

配偶者の氏名がオレンジで表示されるので、定額減税の対象者としない場合は、

「月次定額減税対象配偶者の有無」欄を【0】とします。

※定額減税の対象とする場合「5. 定額減税のための申告書作成方法(28ページ～)」の
　手順にて定額減税のための申告書を作成します。



3.　対象人数登録と確認方法

16 目次へ戻る↑

8. 「月次定額減税」欄は、手順2～7(11～15ページ)までに読込・修正した情報を

もとに自動で計算し直します。

※「月次定額減税額(登録情報)」欄と金額が異なる場合は、薄い黄色で表示します。

💡　ポイント

　　「月次定額減税」欄は自動計算されるよう設定しておりますが、手動入力へ

　　切り替えが可能です。

　　「ツール」＞「月次定額減税額の入力切替」タブ＞「月次定額減税額を

　　手入力に切替」をクリックし、金額を直接入力してください。



3.　対象人数登録と確認方法

17 目次へ戻る↑

9. 各項目が正しい内容に修正できたら「登録」をクリックします。
登録した内容は「給与(賞与)入力と計算」に表示されます。

💡　ポイント

　　作成したリストは印刷も可能です。

　　「印刷」をクリックし印刷する項目を選択後、「印刷」をクリックすると、

　　Microsoft Excelに設定しているプリンタより出力します。

　　※プリンタの設定はMicrosoftのサポートサイト等でご確認ください。



3.　対象人数登録と確認方法

18 目次へ戻る↑

1. 「ツール」＞「入退社日チェック」タブ＞「入退社日チェック」を

クリックします。

3.1.　令和6年5月31日以前に退職や令和6年6月2日以降に入社する社員がいる場合

令和6年5月31日以前に退職、または令和6年6月2日以降に入社した従業員は定額減税の

対象にはなりませんが、リスト上で「月次定額減税の有無」欄が【有(1)】となっている

場合、下記の手順にて一括で【無(0)】に変更が可能です。

2. 「月次定額減税の有無」欄を【無(0)】に変更する従業員を選択します。

※入社日のチェックでは既に定額減税を開始している対象の従業員は表示されません。

※退社日のチェックでは定額減税を開始していても対象の従業員を表示します。

※表示の従業員をすべて選択する場合は「すべて選択」にチェックを入れます。



3.　対象人数登録と確認方法

19 目次へ戻る↑

3. 「月次定額減税を「無」にする」をクリックします。

4. 「月次定額減税の有無」欄が変更されていることを確認し、「登録」をします。

※その他内容に修正がある場合は「3. 対象人数登録と確認方法」の手順6～7
　(15ページ)を参考に修正し登録します。



3.　対象人数登録と確認方法

20 目次へ戻る↑

1. 「ツール」＞「Cells給与の情報を反映」タブ＞「Cells給与情報の反映」を
クリックします。

3.2. Cells給与に登録の扶養情報と対象人数が相違する場合の登録方法

Ver9.47またはVer9.48へバージョンアップしたあとに扶養情報を登録(変更)した場合は、
「月次定額減税対象配偶者の有無」「月次定額減税対象扶養人数」が【Cells給与に
登録されている扶養情報】と異なる内容で表示されます。
新たにCells給与に登録(変更)した扶養情報を定額減税人数に反映する場合は、
下記手順にて対象人数を反映してください。

※扶養者の登録方法は「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調データ入力編)」を
　ご参照ください。

2. 内容に修正がある場合は「3. 対象人数登録と確認方法」の手順6～7(15ページ)を
参考に修正し登録します。

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo2.pdf


4.　給与・賞与計算について
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1. 「給与(賞与)処理」＞「入力と計算」から給与(賞与)計算をおこないます。

※給与計算の流れはこちら、賞与計算の流れはこちらをご参照ください。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　「支給日等入力」で支払日に【令和6年6月1日】以降の日付が設定されている

　　場合、月次定額減税を加味した源泉所得税で給与(賞与)計算をします。

　　【令和6年6月1日】よりも前の支払日の場合は、月次定額減税を加味せず、

　　通常通り給与(賞与)計算をおこないます。

【定額減税対象】【定額減税非対象】

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/11247730762905
https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595283737


4.　給与・賞与計算について

22 目次へ戻る↑

2. 月次定額減税された金額は支給控除一覧表の最下部の「定額減税額」欄と、

明細書の「おしらせ」欄に記載されます。

※「おしらせ」欄に表示の定額減税に関する文言は編集できません。

※月次定額減税非対象者や月次定額減税残額が計算時点で「0円」の場合は
　「おしらせ」欄に表示されません。

💡　ポイント

　　その他のおしらせがある場合「定額減税：○○円」の後ろに表示されます。

　　また、明細書におしらせを表示しないに設定しており、月次定額減税の

　　対象者がいる場合、「明細書の作成」を開くと自動でおしらせを表示する

　　設定に一時的に変更します。(設定は保存されません。)

明細書出力イメージ(一例)



4.　給与・賞与計算について
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3. 給与(賞与)が確定したら「給与(賞与)更新」をおこなうと、

「給与(賞与)入力と計算」画面の「定額減税残額」欄から月次定額減税額を

引いた金額が更新され、現在の月次定額減税残額の確認が可能です。

※その他「6. 月次減税額確認方法(34ページ～)」でも残額の確認が可能です。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　同月に給与・賞与の両方の支給がある場合、支払日が早い順に

　　給与(賞与)更新まで完了する必要があります。

　　給与(賞与)更新の完了前に次の給与(賞与)計算をはじめた場合、

　　月次定額減税残額が正しい数値とならず、計算のやり直し等が発生する

　　可能性があるためご注意ください。

　　

　　例：賞与(6月14日支払)・給与(6月25日支払)の場合、以下の手順にて必ず操作を

　　　　してください。

　　　①6月14日支払い賞与の計算

    　②賞与更新 → *月次定額減税残高更新*

　　　③6月25日支払い給与の計算

　　　④給与更新 → *月次定額減税残高更新*
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4.1.　給与(賞与)更新後の保存データ修正について

給与(賞与)更新後の保存データは「更新を取り消して、計算しなおす方法」か

「更新を取り消しせず、保存データの「編集」機能を利用して修正をおこなう方法」の

いずれかで修正することが可能ですが、定額減税期間中(令和6年6月1日以降支払分)の

注意点やポイントをご案内します。

■更新を取り消して、計算しなおす方法

※更新取り消しの詳細についてはこちらをご参照ください。

💡　ポイント

　　月次定額減税の対象期間中の保存データの「更新の取消」をおこなう場合、

　　最新の支給日から順に取消をおこない、対象月まで全て取消をしてください。

　　※月次定額減税残額と実際の月次定額減税額が相違することにより、再度の修正が
　　　必要になる可能性があります。

例：令和6年6月14日支給の賞与を「更新の取消」して修正したい場合の取消順

①
②

③

目次へ戻る↑

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603135897
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■更新を取り消しせず、保存データの「編集」機能を利用して修正をおこなう方法

※保存データの「編集」の詳細についてはこちらをご参照ください。

目次へ戻る↑

💡　ポイント①

　　修正したい月の給与(賞与)で、源泉所得税が定額減税されている場合、

　　編集日時点の月次定額減税残額に、編集月の定額減税額を加算した金額を

　　「定額減税控除限度額」欄に反映します。

　　※月次定額減税の残高確認は「6. 月次減税額確認方法(34ページ)」をご確認ください。

💡　ポイント②

　　「定額減税控除限度額」を超える金額を定額減税することはできません。

　　再計算時、源泉所得税が「定額減税控除限度額」を超えている場合は、

　　「源泉所得税」欄に超過分の源泉所得税額を表示します。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595321113
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💡　ポイント③

　　「月次定額減税の有無」が【有】で、「定額減税控除限度額」が【0円】と

　　表示されている場合、修正したい月の給与(賞与)よりも前に定額減税残額を

　　使い切っているため、定額減税を加味せず源泉所得税を再計算します。

💡　ポイント④

　　「月次定額減税の有無」が【無】の場合、「定額減税控除限度額」は【0円】と

　　なり、定額減税は加味せず源泉所得税を再計算します。
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■保存データの修正をした月の各種帳票や明細を出力する方法

● 各種帳票や明細を、用紙やPDFで出力する場合の手順はこちらをご参照ください。

● WEB明細をご利用の場合の、明細書データ出力手順はこちらをご参照ください。

目次へ戻る↑

💡　ポイント⑤

　　従業員ごとの月次定額減税額の詳細は「詳細確認」から確認できます。

　　※給与(賞与)更新済みのデータのみを計上します。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595013529
https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603207193
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1. 「定額減税のための申告書」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 「作成」をクリックします。

月次定額減税の対象者(扶養者を含む)で、マイナンバーの回収が必要な場合は、
「マイナンバー回収のお願い」のお知らせを同時に出力できます。

※Cells給与に登録済みの事業所名・法人番号・事業所の所在地・従業員氏名・ﾌﾘｶﾞﾅ・従業員の
　現住所を申告書に反映します。(「マイナンバー回収のお願い」は従業員氏名のみ反映。)
　扶養者情報は反映されません。詳細は手順7(31ページ)をご確認ください。

※住民税総括表に「管轄税務署」を登録している場合は、申告書の「税務署長」欄に登録済みの
　税務署名を反映します。住民税総括表についてはこちらをご確認ください。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603132057


💡　ポイント

　　「定額減税「有」を選択」にチェックを入れると、月次定額減税の

　　対象者のみを選択し、「「申告書必要」が〇を選択」にチェックを

　　入れると、「申告書必要」欄に「〇」が表示されている従業員のみを選択

　　します。

　　すべての従業員を選択する場合は「すべて選択」にチェックを入れます。

　　※「申告書必要」欄が非表示の場合は、「「申告書必要」が〇を選択」も

　　　非表示になります。

5.　定額減税のための申告書作成方法

29 目次へ戻る↑

3. 定額減税のための申告書を出力する従業員を選択します。

※従業員を個別で選択する場合、CtrlキーやShiftキーを押しながら選択、または
　ドラッグ操作にて対象者を全て選択します。

※前年にCells給与で年末調整をしておりかつ、同一生計配偶者が登録されている
　場合など、該当者がいる場合にのみ「申告書必要」欄が表示されます。

※「申告書必要」欄の「〇」は参考値となります。「申告書必要」欄に「〇」が
　ついていない場合でも、申告書提出が必要な場合があります。
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4. 「1．作成する書類」欄で出力する書類を選択します。

目次へ戻る↑

5. 「2．「個人番号」欄の斜線表示」欄で申告書の個人番号(マイナンバー)欄の

斜線表示の有無を選択します。

💡　ポイント

　　従業員をダブルクリックすると、シート上に従業員情報を表示します。

6. 【年末調整に係る申告書として使用】する場合は、「年末調整に係る

申告書として使用」欄にチェックを入れます。
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7. 「3．出力形式の選択」欄で任意の形式を選択し、「出力」をクリックします。

出力した「定額減税のための申告書」や「マイナンバー回収のお願い」に

Cells給与に登録済みの扶養者情報は反映されません。

新たに定額減税の対象とする扶養者情報やマイナンバー情報は、出力した

各用紙に直接記載をしてください。

※「印刷」の場合はMicrosoft Excelに設定しているプリンタより出力します。
※プリンタの設定はMicrosoftのサポートサイト等でご確認ください。

💡　ポイント

　　30ページのポイントでシート上に従業員情報を表示した申告書を印刷する

　　場合、「印刷」をクリックすると表示されている1名分が、Microsoft 

　　Excelに設定しているプリンタより出力されます。

出力イメージ

※「マイナンバー回収のお願い」の出力イメージは32ページへ
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1. 「別紙へ」をクリックします。

目次へ戻る↑

5.1.　白紙の「マイナンバー回収のお願い」の出力方法

2. 「印刷」をクリックすると、Microsoft Excelに設定しているプリンタより

宛名が記載されていない「マイナンバー回収のお願い」を出力します。

※プリンタの設定はMicrosoftのサポートサイト等でご確認ください。

出力イメージ

💡　ポイント

　　30ページのポイントでシート上に従業員情報を表示している場合、手順1で

　　「別紙へ」をクリックすると、シート上に従業員氏名を表示します。

　　また、手順2で印刷する場合も従業員氏名が表示された状態で印刷をします。
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1. 「関連資料」をクリックします。

目次へ戻る↑

5.2.　定額減税のための申告書関連資料について

2. 確認したい資料を選択し「読込」をクリックします。

国税庁のホームページ掲載の下記の資料(PDF形式)の確認・出力が可能です。

● 定額減税のための申告書(様式のみ)
● 源泉徴収に係る定額減税のための申告書(記載例)
● 年末調整に係る定額減税のための申告書(記載例)

3. 出力する場合はダウンロードアイコンやプリンタアイコンをクリックします。

※画像はGoogle Chrome画面を参照しています。

※ブラウザ環境によっては表示が異なる場合があります。

※出力方法の詳細はご利用中のブラウザのサポートサイト等でご確認ください。
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1. 「月次減税額確認」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 「データ読込」をクリックします。

給与(賞与)更新済の保存データより、控除済みの月次減税累計額や月次定額減税残額、

各月の税額等の確認が可能です。
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3. リストに表示する従業員を選択し「読込」をクリックします。

※従業員を個別で選択する場合、CtrlキーやShiftキーを押しながら選択、または
　ドラッグ操作にて対象者を全て選択します。

💡　ポイント

　　退職者、乙欄、非居住者を読み込んだ場合は、下図のようにシート上に

　　表示されます。

　　※シート上の詳細な表示については次ページ以降をご確認ください。

● 乙欄：緑色

● 非居住者：青色

● 退職者：赤色
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4. 「3. 対象人数登録と確認方法(11ページ)」で登録した情報や、

給与(賞与)更新済みの保存データから自動計算した情報を一覧に表示します。

各項目の表示内容の詳細は下部表をご確認ください。

項目名 表示内容

①月次定額減税人数(本人含む)
「3. 対象人数登録と確認方法(11ページ)」で
登録した、本人を含んだ月次定額減税の対象人数

②月次減税額(登録情報)
「3. 対象人数登録と確認方法(11ページ)」で
登録した、月次定額減税額

③控除済月次減税累計額

給与(賞与)更新済み保存データの定額減税累計額

※「月次減税調整額」がある場合、その金額を合算
※「月次減税調整額」の詳細は40ページ

④月次減税残額 月次減税額から控除済月次定額減税累計額をひいた残額

⑤各月(賞与)

控除前税額 定額減税適用前の源泉所得税額

控除した税額 実際に定額減税した金額

⑥月次減税可能月数
(参考データ)

月次定額減税可能な残りの月数の目安
月次減税残額÷月次減税を控除した最初の給与の
月次定額減税額をもとに算出(賞与は加味しない)

※月数の最大値は6ヶ月(対象：6月～12月)

※「月次減税可能月数(参考データ)」はあくまで参考データです。

　給与(賞与)計算結果により、実際の月次定額減税の対象となる月数は前後しますので、

　予めご了承ください。

① ② ③ ④ ⑥⑤
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5. 読み込みしたデータは任意の並び順に変更が可能です。

「並替」をクリックし、並び替えたい項目を選択後「実行」をクリックします。

💡　ポイント

　　給与(賞与)更新済の保存データに、対象の従業員がいない場合、

　　該当月の税額欄は空欄で表示します。

　　「データ読込」時に「空欄は「0」で表示する」にチェックを入れ「読込」を

　　すると、空欄を「0」で表示します。

「0」表示なし

「0」表示あり
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6. 各従業員の月次減税の詳細を確認する場合は、「詳細確認」をクリックし、

リストより従業員を選択すると「月次減税額一覧」に各月の詳細を表示します。

※枠内のデータは保存データの値を表示しています。

※保存データの編集から定額減税を再計算した場合、「計算前月次減税残額」と

　「計算後月次定額減税残額」は表示されません。

💡　ポイント

　　月次減税額一覧のシート上で、各月・賞与の「控除した税額」欄が「0」の

　　データは「詳細確認」＞「月次減税額一覧」の枠内には表示されません。

※
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7. 月次減税額の確認一覧を出力する場合は「出力」をクリックし、出力形式を

選択後「出力」をクリックします。

※「月次減税可能月数」も一緒に出力する場合は、「「月次減税可能月数」を
　印刷する」にチェックを入れ、「出力」をクリックします。

※「印刷」を選択した場合は、Excelに設定しているプリンタより出力します。
　プリンタの設定はMicrosoftのサポートサイト等でご確認ください。

出力イメージ
※出力は横向きのみになります。

※
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別の給与計算ソフトで月次定額減税の対象となる給与計算をしており、

これまでに控除した月次減税額を引き継いで『Cells給与』を使用したい場合は、

「月次減税調整額」として月次減税額を登録することが可能です。

※調整額の入力前に「3. 対象人数登録と確認方法(11ページ)」の手順で月次減税額を

　登録してください。

6.1.　月次減税の途中から『Cells給与』を導入した場合

1. 「6. 月次減税額確認方法」手順1～4(34～36ページ)にて

データ読込をおこない、「月次減税調整入力」をクリックします。

2. 「月次減税調整額」欄に、これまで控除した月次減税額を入力します。

※月次定額減税非対象の従業員は、「月次減税調整額」欄が灰色で表示され登録
　できません。
　月次定額減税非対象の条件は「1. 「定額減税」の起動方法」のポイント(5ページ)を
　ご参照ください。
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3. 「月次減税額(登録情報)」から「月次減税調整額」を引いた金額を
自動計算し、「月次減税残額(自動計算)」欄へ表示します。

※すでにCells給与で給与(賞与)計算をおこなっており、更新済みの保存データに
　月次減税額がある状態で「月次減税調整額」を入力する場合、保存データの
　月次減税額と合わせて「月次減税額(登録情報)」から差し引きます。

💡　ポイント

　　「月次減税額(登録情報)」－「Cells給与で給与(賞与)計算・更新済みの減税

　　総額」－「月次減税額」がマイナスの場合はセルを赤色で表示します。

　　赤色のセルは登録できないため、「月次減税額」を修正するか、

　　「3. 対象人数登録と確認方法(11ページ)」より、登録情報に誤りがないか

　　ご確認ください。

4. 「調整額登録」をクリックすると、手順2で登録した金額を
「月次減税調整額(登録情報)」へ登録します。
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Ver9.54にて、年次定額減税を含めた2024年版 年末調整計算に対応しました。

※年末調整マニュアル・解説動画を順次公開しています。詳細はこちらをご参照ください。

■定額減税の表示に対応した帳票について

定額減税表示に対応した帳票は以下の通りです。

● 源泉徴収票の摘要欄に定額減税に関する内容を記載

● 源泉徴収簿の算出税額／年調減税額等の表示に対応

※その他の帳票は、「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調計算・年次更新編)」＞
　「3. 年末調整関連帳票の出力方法(22～66ページ)」をご参照ください。

■年の途中で年末調整が必要になる場合

● 死亡退職時の年末調整の詳細はこちらをご参照ください。

● 年の途中で非居住者となる場合の年末調整の詳細はこちらをご参照ください。

出力イメージ(一例)

7.1.　各種帳票について

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/38451951787161
https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo3.pdf#page=22
https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595286937
https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603166745
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■年末調整を実施する給与・賞与の月次定額減税を省略したい場合

年末調整を実施する給与・賞与のみ、月次定額減税計算の省略が可能です。

※下記設定後「支給日等入力」より支払日などを登録すると、月次定額減税を「計算する」に

　リセットします。そのため、先に「支給日等入力」で支払日などを登録後、設定をおこなって

　ください。

1. 事業所ファイルを開き、「給与処理」＞「入力と計算」＞「支給日等入力」で

支払日などの登録をします。

7.2.　月次定額減税計算について



7.　年末調整について

44 目次へ戻る↑

3. 「年末調整実施時の月次定額減税について」枠内の

「月次定額減税の計算をしない」にチェックを入れ、メッセージは

「OK」で進みます。

2. 「ツール」＞「入力補助」タブをクリックします。
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4. 「×」で入力ツール画面を閉じ、勤怠入力後「計算」より所定計算をおこなって

ください。

※年末調整時の給与計算の流れは

 「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調計算・年次更新編)」をご参照ください。

💡　ポイント

　　賞与の月次定額減税の計算設定は、「賞与処理」＞「入力と計算」＞

　　「ツール」＞「賞与の源泉税」タブ内、「月次定額減税の計算をしない」の

　　チェックボックスより設定が可能です。

　　設定後は「×」で画面を閉じ、賞与額入力後「計算」より所定計算を

　　おこなってください。

　　※年末調整時の賞与計算の流れは

　　　「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調計算・年次更新編)」を

　　　ご参照ください。

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo3.pdf
https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo3.pdf
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■年末調整時の所得税を「0」としたい場合

年末調整の過不足を給与に反映させる際、当月の給与に対する所得税を「0」に

設定できます。

※必ず「計算」の前に設定をおこなってください。

※設定は「給与計算」のみ可能です。

1. 事業所ファイルを開き、「年末処理」＞「年調データ入力」を開き、

「退職者とデータ未入力以外すべて「年末調整」する」をクリックし、

退職者以外の年末調整計算区分を「年末調整する(〇)」に変更ます｡

※従業員ごとに年末調整計算区分を変更する場合は、左の一覧より従業員を選択し
　「本人情報」の年末調整計算区分の「年末調整する(〇)」にチェックを入れます。

※「年調データ入力」の操作詳細は

　「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調データ入力編)」をご参照ください｡

※

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo2.pdf
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3. 「入力補助」タブをクリックし、「年末調整時の所得税の調整」欄の

「所得税無」をクリックします。

2. 「給与処理」＞「入力と計算」＞「ツール」をクリックします。
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💡　ポイント

　　「年末処理」＞「年調データ入力」で年末調整区分を「年調する」に

　　設定していても、給与収入が2,000万円を超える場合などにより年末調整

　　非対象となる従業員は、上記の設定を適用後「税手入力」欄の「0」を

　　消して次の手順に進みます。

4. メッセージは「OK」で進み、「×」で画面を閉じます。

※所得税を「0」にする設定は「税手入力」欄を使用して処理をおこないます。
　既にこの項目を利用している場合、データはクリアされますのでご注意ください。

※「税手入力」のデータと項目は、年次更新後にクリアされます。
　年次更新についてはこちらをご参照ください。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/14484637284505
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5. 「支給日等入力」で支払日等を登録し「計算」より所定計算を

おこなってください。

※年末調整時の給与計算の流れは

 「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調計算・年次更新編)」をご参照ください。

💡　ポイント

　　所得税欄を表示させる場合、「取消」をクリックし「OK」で進みます。

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo3.pdf
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年末調整を反映する給与・賞与に限り、定額減税額を明細書のおしらせ欄から

非表示にすることが可能です。

※「年末処理」＞「年調データ入力」で年末調整計算区分が年調しない(×)・確認中(△)の
　従業員は非表示(クリア)できません。

※おしらせ欄の設定後、再度計算をおこなうと定額減税のおしらせを再表示します。
　定額減税額をおしらせ欄から非表示にする場合、再度下記手順の設定をおこなってください。

7.3.　明細書のおしらせ欄の表示について

1. 事業所ファイルを開き、「年末処理」＞「年調データ入力」を開き、

「退職者とデータ未入力以外すべて「年末調整」する」をクリックし、

退職者以外の年末調整計算区分を「年末調整する(〇)」に変更ます｡

※従業員ごとに年末調整計算区分を変更する場合は、左の一覧より従業員を選択し
　「本人情報」の年末調整計算区分の「年末調整する(〇)」にチェックを入れます。

※「年調データ入力」の操作詳細は

　「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調データ入力編)」をご参照ください｡

※

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo2.pdf
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2. 「給与(賞与)処理」＞「入力と計算」より給与(賞与)計算をおこないます。

※年末調整時の給与(賞与)計算については
  「2024年版 年末調整操作マニュアル(年調計算・年次更新編)」をご参照ください。

3. 「入力と計算」＞計算結果枠内「明細」＞「おしらせ」をクリックします。

https://www.cells.co.jp/kyuyo-s/wp-content/uploads/manual/nentyo3.pdf
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4. 「定額減税」タブをクリックします。

💡　ポイント

　　「7.2. 月次定額減税計算について(43ページ～)」の「月次定額減税の計算を

　　しない」や「所得税を「0」にする」設定をおこなっている場合等、

　　月次定額減税対象者がいない場合、「定額減税」タブは表示されません。

5. 従業員リストから定額減税のおしらせを非表示にする従業員を選択します。

※該当の従業員を順番にクリックすることで複数選択可能です。

※「定額減税のおしらせがあり、給与に反映を全て選択」をクリックすると、
　定額減税のおしらせが設定されている従業員をすべて選択します。

※
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6. 「定額減税のおしらせをクリア」をクリックし、

メッセージを「はい」→「OK」で進むと、定額減税のおしらせをクリアします。

💡　ポイント

　　選択済み従業員の人数は「選択されている件数」欄に表示します。

　　従業員の選択をやり直す場合等、選択を解除する場合は、「選択解除」を

　　クリックします。
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